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釣師防災緑地公園
オープン！

平成 30 年植樹祭開催地

平成 26 年植樹祭開催地

　

震
災
の
津
波
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
釣
師
地
区
（
約
18
㏊
）

に
整
備
を
進
め
て
い
た
釣
師
防

災
緑
地
公
園
が
、
昨
年
の
12
月

15
日
に
開
園
し
ま
し
た
。

　

緑
地
公
園
は
新
地
駅
前
周
辺

な
ど
中
心
市
街
地
を
津
波
浸
水

か
ら
守
る
た
め
、
海
岸
堤
防
や

高
盛
土
の
道
路
な
ど
多
重
防
御

の
考
え
方
に
基
づ
く
施
設
の
一

つ
と
し
て
の
防
災
機
能
、ま
た
、

普
段
は
町
の
賑
わ
い
創
出
の
場

や
震
災
を
後
世
に
伝
え
る
機
能

を
合
わ
せ
持
っ
た
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
で
き
る
広
大
な
芝
生
広
場
の

「
み
ん
な
の
広
場
」、
震
災
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
や
慰
霊
碑
が
あ
る

「
想
い
の
丘
」
や
「
復
興
フ
ラ
ッ

グ
広
場
」、
そ
し
て
子
ど
も
た

ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
遊
具

を
多
く
設
置
し
て
い
る
「
子
ど

も
の
広
場
」
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
新
た
な
施
設
と
し
て
世

界
レ
ベ
ル
の
自
転
車
競
技
施
設

「
パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
」（
今
春

オ
ー
プ
ン
予
定
）
を
整
備
中
で

す
。

　

設
計
段
階
か
ら
８
年
。
防
災

緑
地
公
園
は
町
民
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
二
度
の
植
樹
祭

な
ど
多
く
の
方
々
の
支
援
を
得

て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
広
場
」
に
設
置

し
て
い
る
遊
具
は
、
ワ
ー
ク

パンプトラック

さ
ま
ざ
ま
な
方
の

　
　
　
　

協
力
を
得
て

　

平
成
26
年
と
平
成
30
年
に
開

催
し
た
植
樹
祭
で
は
、
町
内
外

か
ら
千
人
を
超
え
る
多
く
の
方

に
参
加
を
い
た
だ
き
、
将
来
の

防
潮
林
と
な
る
ド
ン
グ
リ
や
ク

ロ
マ
ツ
な
ど
の
苗
を
植
樹
し
ま

し
た
。
そ
の
苗
は
町
内
外
の
皆

さ
ん
に
ド
ン
グ
リ
か
ら
育
て
て

い
た
だ
い
た
も
の
や
、
全
国
の

学
校
か
ら
送
っ
て
く
れ
た
ク
ロ

マ
ツ
の
苗
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、東
日
本
大
震
災
以
降
、

全
国
の
自
治
体
か
ら
多
く
の
職

員
の
派
遣
支
援
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
本
公
園
に
お
い
て
は
、

高
知
県
や
和
歌
山
県
み
な
べ
町

な
ど
の
職
員
の
皆
様
の
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
へ
の
感
謝
を
忘
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
高
知
県
の
コ

ン
セ
プ
ト
で
あ
る「
高
知
家（
こ

う
ち
け
）」
を
引
用
し
、
園
内

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
一

つ
を
「
高
知
家
コ
ー
ス
」
と
名

付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
和
歌
山

県
み
な
べ
町
の
特
産
品
で
あ
る

南
高
梅
の
苗
木
を
第
１
回
目
の

植
樹
際
で
植
樹
し
ま
し
た
。

ウォーキングコース
「高

こ う ち け

知家コース」

津
波
減
衰
機
能
と

　
　

賑
わ
い
拠
点
施
設

シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
を
も
と
に
設

置
し
、
町
内
３
小
学
校
の
児
童

に
名
前
を
付
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
設
置
し
た
遊
具
の
一
部

は
津
波
発
生
時
に
漁
船
を
沖
に

出
し
た
こ
と
を
伝
え
る
た
め
の

船
の
遊
具
や
、
現
在
、
試
験
操

業
と
し
て
漁
業
を
行
っ
て
い
る

状
況
の
中
で
、
町
で
採
れ
る
海

産
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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平成 30 年植樹祭開催地

平成 26 年植樹祭開催地

想いの丘

子どもの広場

パークセンター（管理棟）

キッズルーム

ミーティングスペース
兼サロン

受付

エント
ランス

倉庫

授乳室・救護室

スタッフ
ルーム

トイレ

ホール

パークセンター
平面図

新
た
な
交
流
の
場

　
　

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー（
管
理
棟
）

に
は
公
園
の
管
理
人
が
常
駐
し

て
お
り
、
新
た
な
交
流
の
場
と

し
て
「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
」
や
「
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
」
が

あ
り
、
セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
休

憩
を
は
じ
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

活
動
な
ど
に
活
用
い
た
だ
け
ま

す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
や
震

災
の
教
訓
を
伝
え
る
年
表
や
写

真
、
震
災
前
の
釣
師
地
区
の
ジ

オ
ラ
マ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
に
は
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
や
絵
本
な
ど
が
備
え
付

け
ら
れ
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
お
子
さ
ま
に
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

キッズルームにあるボルダリングや絵本

フリー
スペース
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　　   釣師防災緑地公園開園式

pick up!

世
界
規
模
の

パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

　

パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
と
は
、
起

伏
の
あ
る
自
転
車
の
コ
ー
ス

で
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
な
ど
の
競
技
施
設
で
す
。

ペ
ダ
ル
を
こ
が
ず
に
重
心
移
動

で
進
ん
で
行
き
、
コ
ー
ス
を
周

回
す
る
タ
イ
ム
な
ど
を
競
い
ま

す
。

　

自
転
車
の
他
に
も
車
輪
が
つ

い
て
い
る
も
の
（
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
、キ
ッ
ク
ス
ケ
ー
タ
ー
、

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
な
ど
）

で
の
利
用
も
可
能
で
す
。

　

Ｂ
Ｍ
Ｘ
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
は
今
年
行
わ
れ
る
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
と
な
る

な
ど
注
目
を
浴
び
て
い
る
競
技

で
す
が
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

の
常
設
し
た
パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

は
全
国
的
に
も
数
少
な
く
、
ま

た
、
コ
ー
ス
規
模
は
世
界
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

コ
ー
ス
は
「
キ
ッ
ズ
用
」

「
レ
ー
ス
用
」「
ジ
ャ
ン
プ
用
」

と
３
コ
ー
ス
が
あ
り
、
初
心
者

か
ら
上
級
者
ま
で
楽
し
め
る

コ
ー
ス
と
な
り
、
今
後
は
国
際

的
な
大
会
な
ど
も
視
野
に
入

れ
、
今
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
、
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
こ
の
パ
ン
プ

ト
ラ
ッ
ク
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
が
誕
生
す
る
こ
と
も
期
待

し
た
い
で
す
。

全３コースがあるパンプトラック

起伏があるレース用トラック

　12 月 15 日の開園の際に行われた開園式には、関係者
ら約 40 名が出席し行われました。
　式では、大堀町長、遠籘町議会議長からのあいさつの
あと、テープカットが行われ開園を祝ったほか、「子ど
もの広場」に設置された遊具に命名した方々の表彰も行
われました。

　開園式に出席した船の遊具に「しんち
丸の大ぼうけん」と命名した南悠真さ
ん（命名時小学６年生）は「楽しい思い
出の笑顔あふれる場所になってほしい」、
タコの遊具に「オクトパスライダー」と
命名した山田樹里さん（命名時小学１年
生）は「みんなに遊んでもらい、楽しん
でもらいたい」とそれぞれ話していまし
た。「しんち丸の大ぼうけん」 「オクトパスライダー」
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キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

　
　

の
概
要
に
つ
い
て

　

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
は
全
15
区

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
と
は
車
で

直
接
乗
り
入
れ
、
テ
ン
ト
な
ど

を
設
営
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
場
の

こ
と
で
、
手
軽
に
始
め
ら
れ
る

キ
ャ
ン
プ
と
し
て
人
気
が
あ
り

ま
す
。
自
動
車
を
活
用
す
る
た

め
、
区
画
ご
と
の
ス
ペ
ー
ス
は

10
ｍ
×
10
ｍ
（
う
ち
３
ｍ
×
10

ｍ
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
）
で
設
け

ら
れ
て
い
る
の
で
、
荷
物
等
の

出
し
入
れ
も
楽
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ほ
ど
海
水
浴
場
が
近
い

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
は
あ
ま
り
他

に
は
な
い
点
や
夜
に
は
満
天
の

星
空
、
釣
師
浜
の
心
地
よ
い
波

音
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
空
間
と
し
て

の
特
長
が
あ
る
キ
ャ
ン
プ
サ
イ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の
他
に
併

設
し
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
専
用
の

７
ｍ
×
８
ｍ
の
区
画
が
10
区
画

あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
大
人
数

で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
る

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

釣
師
防
災
緑
地
公
園
は
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ

イ
ト
が
併
設
し
て
い
る
形
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
地
町
で
ア
ウ
ト
ド
ア
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

バーベキューサイトもあります

釣師浜海水浴場は歩いてすぐ

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
イ
ト
が
完
成
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令和二年

　  成人式

新たな門出を
　　迎えた新成人

　

令
和
２
年
成
人
式
が
１
月
12

日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
町
内
で
は
79
名
の

若
者
が
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
式
典
で
は
、
コ
ー

ル
し
お
さ
い
の
皆
さ
ん
の
リ
ー

ド
に
よ
る
国
歌
斉
唱
、
新
地
町

の
歌
で
始
ま
り
、
大
堀
武
町
長

が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
遠
籘
満

町
議
会
議
長
、
荒
秀
一
県
議
会

議
員
が
祝
辞
を
述
べ
、
新
成
人

の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
成
人
代
表
の
足
達

美
波
さ
ん
に
大
堀
町
長
か
ら
記

念
品
が
贈
ら
れ
、
作
田
真
哉
さ

ん
が
新
成
人
を
代
表
し
て
「
今

ま
で
受
け
た
恩
を
少
し
で
も
社

会
に
還
元
し
て
い
き
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
二
十
歳
の
誓
い
」
で
は
新

成
人
２
名
が
家
族
や
友
人
、
地

域
の
方
へ
の
感
謝
、
新
た
な
時

代
の
成
人
と
し
て
の
決
意
を
発

表
し
ま
し
た
。
加
藤
光
貴
さ
ん

は
、「
一
人
の
人
間
と
し
て
日
々

成
長
し
、
個
々
の
夢
や
目
標
を

叶
え
て
い
け
る
よ
う
な
自
己
実

現
の
力
を
持
っ
て
私
は
令
和
の

時
代
を
生
き
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
決
意
を
述
べ
、

二十歳の節目にそれぞれの

思いを胸に抱きながら、今、

新たな第一歩を歩み出す。

【令和２年新地町成人式実行委員】
＊実行委員長＊　足達美波
＊副実行委員長＊　菊地里咲
＊ 実 行 委 員 ＊　荒　萌生　菅野彩織　濱野涼太
　　　　　　　　　目黒冬馬　渡邊暖菜　阿部千紘
　　　　　　　　　作田真哉　森　将麻

司会を担当した森将麻さんと菊地里咲さん

謝辞を述べた作田真哉さん

「二十歳の誓い」を発表した加藤光貴さん

記念品を受け取る足達美波さん

I
イトニス

TNIs に花束贈呈 コールしおさいによる合唱
「二十歳の誓い」を発表した伊藤やよいさん

I
イトニス

TNIs による演奏
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伊
藤
や
よ
い
さ
ん
は
、「
一
人

前
の
大
人
と
し
て
規
範
意
識
を

持
っ
て
行
動
し
、
変
動
激
し
い

現
代
で
、
伝
統
を
新
た
に
刷
新

し
、
ま
た
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
私
た
ち
の
使
命
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。」
と
力
強
く
丁
寧
に

話
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
記
念
行
事
で
は
、

東
京
六
大
学
応
援
団
吹
奏
楽
部

の
OB
・
OG
を
中
心
に
、
今
回
の

た
め
に
結
成
し
た
ユ
ニ
ッ
ト

「
Ｉ
Ｔ
Ｎ
Ｉ
ｓ
（
イ
ト
ニ
ス
）」

に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

歴
代
の
ヒ
ッ
ト
曲
メ
ド
レ
ー

や
福
島
県
出
身
の
作
曲
家
古
関

裕
而
氏
の
作
曲
し
た
曲
な
ど
を

た
っ
ぷ
り
演
奏
い
た
だ
い
た
だ

け
で
な
く
、
新
成
人
や
参
加

し
た
保
護
者
の
方
へ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
行
い
、
面
と
向
か
っ

て
は
な
か
な
か
言
え
な
い
日
頃

の
感
謝
の
言
葉
や
激
励
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど
を
互
い
に
述
べ
合

い
、
会
場
は
あ
た
た
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

―成人を迎えての感想―
『今まで育ててくれてありがとう。少しずつ恩返ししていくからね。』

『新成人として自覚を持ち、今後は何事にも
　　　　チャレンジ精神を忘れずに努力していきたい。』

『生まれ育った新地町で成人式を迎えることが出来、嬉しく思います。』

『今大学で学んでいることを活かして
　　　　　　　　　町に貢献できるようになりたい。』
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2020 年　元旦 　

鹿
狼
山
で
は
１
月
１
日
、「
日

本
一
早
い
山
開
き
」
と
し
て
山

開
き
式
が
、
鹿
狼
山
元
旦
登
山

に
先
立
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
観
光
協
会
の

後
藤
顯
一
会
長
、
鹿
狼
山
元
旦

登
山
実
行
委
員
会
の
加
藤
源
司

会
長
、
大
堀
武
町
長
、
遠
籘
満

町
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

そ
の
後
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
代
わ

り
に
、
竹
を
ノ
コ
ギ
リ
で
切
り

山
開
き
を
祝
い
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
３
︐

日本一早い山開き
第 41 回鹿狼山

元旦登山

山と海で新年を祝う

５
０
０
人
の
登
山
者
が
花
火
を

合
図
に
登
り
、
山
頂
で
は
太
平

洋
か
ら
昇
る
初
日
の
出
に
新
年

の
幕
開
け
を
祝
い
ま
し
た
。

　

元
旦
登
山
は
、
杉
目
地
区
の

住
民
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員

会
の
主
催
で
行
わ
れ
、
今
年
で

41
回
目
。
登
山
口
付
近
で
は
同

実
行
委
員
会
と
町
観
光
協
会
に

よ
る
記
念
品
の
配
布
や
商
工
会

青
年
部
に
よ
る
豚
汁
、
コ
ー

ヒ
ー
の
ふ
る
ま
い
、
鹿
狼
ア
ル

プ
ホ
ル
ン
倶
楽
部
に
よ
る
ア
ル

プ
ホ
ル
ン
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

復興フラッグと共に見る初日の出
「
復
興
フ
ラ
ッ
グ
と
共
に
令
和
初
の
初
日
の

出
を
見
よ
う
」
と
い
う
催
し
が
１
月
１
日
、

釣
師
浜
海
水
浴
場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
末
に
釣
師
防
災
緑
地
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ

と
も
あ
り
、
前
年
以
上
に
大
勢
の
町
内
外
の

方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
復
興
フ
ラ
ッ
グ
の
掲
揚
を
行

い
、
あ
た
た
か
い
飲
物
や
玉
こ
ん
の
ふ
る
ま

い
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
々
は
、
令
和

最
初
の
初
日
の
出
に
今
年
一
年
の
希
望
や
復

興
を
笑
顔
で
願
い
ま
し
た
。

　

震
災
前
に
毎
年
地
域
住
民
を
中
心
に
行
わ

れ
て
い
た
「
初
日
の
出
を
見
る
会
」
を
復
活

さ
せ
よ
う
と
、復
興
フ
ラ
ッ
グ
管
理
団
体「
リ

バ
イ
バ
ル
Ｆ
」
が
復
興
庁
の
心
の
復
興
事
業

を
活
用
し
、
住
民
の
協
力
を
得
て
主
催
し
て

お
り
今
年
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。
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▶▶申告の準備はお早めに

▶▶忘れずに申告しましょう

▶▶確定申告書の便利な作成方法について

　町では、住民税（町県民税）申告の受付を次のとおり実施します。受付期間中は窓口が大

変混雑します。経費・医療費控除等については、必ず事前に計算してからお越しください。

　令和元年分の所得税・消費税・贈与税の確定申告が始まります。

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では自動計算により確定申告書
を作成することができ、作成した申告書を紙に印刷し税務署へ郵送等により提出するこ
とができます。
　会場混雑による長時間待ち等によるご負担を軽減できますので是非ご活用ください。
国税庁のホームページはこちら⇒（http:www.nta.go.jp）

役場１０１・１０２会議室

相馬市振興ビル６階（相馬市中村字塚ノ町 65 － 16）

受 付 期 間

受 付 期 間

受 付 時 間

受 付 時 間

受 付 場 所

受 付 場 所

午前の部　９時～ 11 時

午後の部　13 時～ 16 時

※２月 27 日㈭・３月 13 日㈮は夕方申告（17 時 30 分～ 19 時）

９時～ 16 時

２月 17 日㈪～３月 16 日㈪　土・日・祝日を除く

※３月８日㈰は休日申告（平日の受付日に申告できない方）

２月 17 日㈪～３月 16 日㈪　土・日・祝日を除く

◎問い合わせ　税務課（電話：６２－２１１９）

◎問い合わせ　相馬税務署（電話：３６－３１１１）

広報しんち R2.2.5（9）

▶▶確定申告書にはマイナンバーの記載が必要です
　税務署に所得税等の確定申告書を提出する都度、マイナンバーの記載と本人確認書類（番
号と身元の確認できるもの）の提示または写しを添付していただく必要があります。

〈本人確認書類の例〉　①マイナンバーカード（番号確認と身元確認）
　　　　　　　　   ②通知カード（番号確認）＋運転免許証、健康保険の被保険者証など（身元確認）
※申告書作成会場には本人確認書類の持参をお願いします。
※確定申告書を郵送する場合は本人確認書類の写しの添付をお願いします。

令和元年分

住民税（町県民税）の申告が始まります

相馬税務署からのお知らせ

令和元年分確定申告のお知らせ
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まちの話題

株式会社ＡＤＥＫＡ

町の教育振興へ寄附
　株式会社ＡＤＥＫＡ相馬工場と株式会社Ａ
ＤＥＫＡ労働組合相馬分会から 12 月 17 日、
町へ寄付をいただきました。
　髙橋真木雄工場長、星真人相馬分会長が町
役場を訪れ、寄付金を大堀町長に手渡しまし
た。
　寄付金は教育振興に充てられます。

新地町文化祭

町の文化・芸能が集う
　新地町文化協会主催の新地町文化祭が 12 月
14・15 日、町農村環境改善センターで開催さ
れました。
　作品展示では、絵画や書道など会員の作品の
ほか、町内の保育所児童や学校生徒の作品が展
示されました。芸能発表では、会員 14 団体に
尚英中のよさこいが加わり、歌謡、舞踊など、
日 頃 の 練 習
の 成 果 を 披
露しました。

スポーツ激励金交付式

選手の活躍に期待
　町では、各種大会に出場する選手にスポーツ激励金を
12 月 19 日と１月 10 日に交付し、大会での健闘を祈り
ました。激励金の交付を受けた選手は次のとおりです。

○森謙志郎選手・郡司圭斗選手・佐藤稜煕選手（相馬高校）
【第 72 回全日本バレーボール高等学校選手権大会】

○佐藤崚馬選手（田村高校）
【第 42 回全国高等学校柔道選手権大会東北地区大会】

○黒　健人選手（相馬高校）
【第 42 回全国高等学校柔道選手権大会東北地区大会】

まちづくり懇談会

まちづくりについて懇談
　まちづくり懇談会が 12 月 18 日から 20 日
の３日間それぞれ対象地区を分けて、町農村
環境改善センターで開催されました。
　行政と町民の皆さんが、町政などについて
意見を交わすことを目的に毎年行っているも
のです。
　「共に描く新地の未来」をテーマに懇談会に
は合わせて 110 名が参加し、第６次新地町総
合計画や主要事業の説明をした後、まちづく
りに関して活発な意見交換が行われました。
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SHINCHI TOWN NEWS

　コミュニティガーデン事業が 12 月 21 日、釣
師防災緑地公園のパークセンターにて行われまし
た。
　ハーブを使ったクリスマス飾りの作成や東日本
大震災パネルのワークショップを行い、参加者ら
は良いものを作成しようとそれぞれの作業に取り
組んでいました。
　これらの活動は震災後の新たなコミュニティ形
成を目指して行われています。

新地町コミュニティづくり事業

クリスマス飾りと震災パネルづくり

　新地駅前観海堂公園で 12 月 25 日、町の任意
団体みらいと主催のキャンドルライト・イルミ
ネーションが行われました。
　キャンドルはそれぞれ手作りで作られたもの
が飾られており、クリスマスの夜にキャンドル
の火がロマンチックに灯されている様子は見に
来た方々を魅了していました。

キャンドルライト・イルミネーション

手作りキャンドルの優しい明かり

交通安全対策協議会

新年の安全を願い町へ寄贈

　新地町交通対策協議会の皆さんが 12 月 26
日、町役場を訪れ、交通安全を願った門松を
寄贈しました。
　協議会の皆さんが手作りした門松は役場正
面玄関に飾られ、来庁者に新年の交通安全を
呼びかけました。

相馬地方森林組合・農林中央金庫

県産木材利用木製品を寄贈
　相馬地方森林組合・農林中央金庫福島支店
から 12 月 20 日、町へ県産木材を利用した屋
外用ベンチやジオラマ設置台が寄贈されまし
た。
　八巻一昭代表理事組合長、石川誠司副支店
長が町役場を訪れ、目録を大堀町長に手渡し
ました。
　寄贈された木
製品は釣師防災
緑地公園などの
公共施設で利用
されます。
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まちの話題

新地町交通安全表彰式・交通安全祈願祭

交通安全活動の表彰と交通安全祈願
　令和元年度新地町交通安全表彰式が、１月 10 日、
町役場で行われ、式では町の交通安全に取り組まれた
団体・個人の皆さんに各種表彰が送られました。
　その後、子眉嶺神社にて交通安全祈願祭が町交通対
策協議会や関係団体など約 60 人の参加のもと行われ、
今年一年間、交通安全に取り組み、事故のないまちづ
くりを誓いました。

【町長・町交通対策協議会会長連名表彰】
◎交通安全功労者　◎交通安全功労団体
　荒正治、阿部宏明　株式会社中野運送相馬営業所

【全日本交通安全協会長表彰】
◎交通栄誉章・緑十字銅章　交通安全功労者
　佐藤稔

【県警察本部長・県交通安全協会長連名表彰】
◎優良運転者　　　　　◎交通安全功労者
　下窄良人、大須賀昇　　渡辺晃、荒和雄

（敬称略）

新地町町民柔道大会

　１月 19 日、町柔剣道場で新地町町民柔道大会が行
われました。
　町内で柔道に取り組んでいる小学生以下の子ど
もたちが未就学児の部と小学生の部とで分かれ、
それぞれ日頃の練習の成果を発揮していました。
　大会結果は次のとおりです。

日頃の成果を競い合う

【未就学児の部】
優　勝　荒和心
準優勝　寺島颯汰

新春の集い

町の発展を誓い
　町商工会主催による新春の集いが１月９日、
町農村環境改善センターで開催され、商工関係
や行政、議会関係など約 130 人が参加しました。
　参加した人たちは和やかな雰囲気の中、新年
のあいさつを交わしました。
　また、式では各種表彰が行われました。

【全国商工会連合会長表彰】
◎役員功労者　
　猪狩喜悦

（敬称略）

　【小学生の部】
優　勝　黒　海斗
準優勝　遠藤優心
３　位　荒大和、窪田聖来夢
技能賞　佐藤樹

（敬称略）
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SHINCHI TOWN NEWS

【福島県消防表彰】
◎永年勤続章　名取友昭

【福島県消防協会表彰】
◎功績章　佐藤伸二
◎精勤章
　泉沢武、本田喜孝、星淳一、加藤直樹
　荒秀人、岡崎誠

【福島県消防協会相馬支部長表彰】
◎優良消防団員表彰
　荒芳博、菅野真功、阿部智英、志賀友則
　佐藤清人、目黒憲司
◎永年勤続消防団員表彰 40 年
　吉田雄一
◎永年勤続消防団員表彰 15 年
　佐藤信行、佐藤善宏、星博文、齋藤慎太朗
　渡部広信、加藤健作、泉井健介、加藤孝佳
　小野智英、西谷真芳、阿部俊己、三宅一博
◎永年勤続消防団員表彰 10 年
　名取俊光、山田裕貴子、石田善洋、作田邦由
　菅野泰幸、菅野智一、目黒優哉、目黒洋平
　寺島高幸、今野由貴男、荒浩太、岡元良範
　加藤健一、菊田雅浩

【新地町消防団長表彰】
◎功績章　鈴木慶一、遠藤和孝、横尾文男
◎精勤章
　加藤健作、菅野真功、森芳紀、渡邊雄資
　山本秀貴、齋藤敬一、阿部俊己
◎勤続章　
　鈴木成幸、森誠一、八巻友祐、遠藤勇孝
　森竜也、手塚義博、菅野雄太、泉沢誠
　半田勝徳、濱野博文、草野正貴、目黒広敬
　細山裕一、布施辰弥

【新地町長表彰】
◎感謝状　櫻井智、寺島博文、中志貴公宗
　　　　　八巻栄、長澤豊
◎無火災地区表彰 10 年　沢口地区

令和２年新地町消防出初式

地域防災への気持ちを新たに
　新地町消防出初式が１月 12 日、町総合体育館で開催され、町消防団員や女性消防隊員など関係
者約 300 人が参加しました。式では、各種表彰や全団員による通常点検が行われました。（敬称略）

百歳賀寿贈呈式

町内の３名の方が百歳を迎える
　百歳を迎えた方の百歳賀寿贈呈式が１月７
日、２０日、２２日にそれぞれなごみの里福
田で行われました。
　式では大堀町長、新妻相双保健福祉事務所
長が賀寿、記念品、花束を贈り、それぞれの
長寿をお祝いしました。
　また、新地町に長年住んでいらした荒さん、
田中さんのお祝いには遠籘町議会議長、水戸
町老人クラブ連合会長も参加されました。１月７日 荒キミさん

１月 20 日 本田きんさん １月 22 日 田中三枝さん
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たんぽぽひろばの予定
月日 内容 場所

２月 26 日㈬ ひな人形をつくろう 児童館

３月 11 日㈬ パネルシアター・閉講式 児童館

た

ろ新地町
児童館

ん

ぽ

ば

ひ
ぽShinchi Town

Children's 
House

ご利用案内
開 館 時 間　月曜から土曜　10 時から 18 時
休 館 日　日曜日・祝祭日・年末年始
午 前　なかよしひろば（月曜から土曜）
　 　　たんぽぽひろば（月２回）
午 後　児童クラブ
　　　　　※土曜・長期休業期間は８時から 18 時
◎問い合わせ　児童館（電話：６２－４４３２）

　

今
年
も
「
た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
携
帯
電
話
」「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
」「
パ

ク
パ
ク
人
形
」
な
ど
の
手
作
り

の
お
も
ち
ゃ
計
12
点
で
す
。
前

回
と
同
じ
く
新
地
地
区
と
相
馬

地
区
で
「
売
り
手
」
と
「
買
い

手
」
に
分
か
れ
ま
し
た
。
大
き

な
声
で
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
何

に
し
ま
す
か
？
」「
こ
れ
く
だ

さ
い
！
」
な
ど
と
会
話
を
し
な

が
ら
、
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
を

楽
し
み
、
買
っ
た
後
は
さ
っ
そ

く
お
気
に
入
り
の
お
面
を
か

ぶ
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

会
話
を
す
る
こ
と
に
よ
り
交

オ
ー
プ
ン
！

た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

私たちの今年の抱負　　新地高校３年生　櫻井　亜海・高橋　若菜
○櫻井　亜海
　私の今年の抱負は、「けじめをつけて行動する」ことです。この３月に高校を卒業すると、社会
人になります。そのため、社会人としての自覚を持ちながら、毎日の生活や仕事、自分の行動にけ
じめをつけていきたいと思っています。
　社会人になると、高校生の時とは違って、自分一人で考えて行動していかなければなりません。
そのため、仕事において上司や同僚の方々に迷惑をかけないよう、自分で考え、自分で行動し、早
く仕事内容を覚えられるように努力していきたいと思います。

○高橋　若菜
　私の今年の抱負は、「体調管理をしっかりとする」ことです。
　高校生活の中ではたびたび体調を崩してしまい、休むことが多くなってしまいました。しかし、
社会人になると、体調を崩してしまうことやそのために欠席して休んでしまうことは、他の社員の
方々に多大な迷惑をかけることになってしまいます。そのため、体調管理をしっかりしようと思い
ました。そして、立派な社会人となれるように日々努力していきたいと思います。

　地域の皆様方には、日頃より本校の活動にご理解・ご協力をいただきまして、誠に感謝しており
ます。３年生はほぼ進路が決定し、４月から学生や社会人として羽ばたくための決意を抱き始めま
した。今後とも、本校生徒の活動を、皆様方の温かい目で見守っていただけることを職員一同お願
い申し上げます。

新地高校SHINCHISHINCHI
HIGH SCHOOLHIGH SCHOOL  

流
も
生
ま
れ
、み
ん
な
の
顔
は
、

笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。

　

ご
家
庭
で
子
育
て
を
頑
張
っ

て
い
る
お
母
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
新

地
町
児
童
館
を
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。
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保育所から
こんにちは
　福田保育所

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

〜
誕
生
会
に
来
た

　
　
　
獅
子
舞
を
見
て
〜

Ｔ
君

「
お
す
し
さ
ん
、

　
　
　
こ
わ
か
っ
た
ね
。」

Ａ
君

「
ち
が
う
よ
。

　
い
の
し
し
さ
ん
だ
よ
。」

お
獅
子
さ
ん
っ
て
言
い
た

か
っ
た
の
か
な
。

交
流
を
通
し
て
こ
ん
な

こ
と
を
し
て
い
る
よ
！

　
「
い
ち
ご
狩
り
」

　

大
山
田
の
佐
藤
さ
ん
の
ご
厚

意
に
よ
り
、
い
ち
ご
狩
り
を
し

て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
に
入
っ
た

瞬
間
、「
う
わ
ー
、
大
き
な
い

ち
ご
」「
い
ち
ご
、
い
っ
ぱ
い
」

と
大
喜
び
。
大
き
な
口
を
開
け

て
、
甘
い
い
ち
ご
を
頬
張
っ
て

い
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
に

　
　
　
　

見
守
ら
れ
な
が
ら
・
・
・

2 月

各
保
育
所

　

８
日　

保
育
参
観

　

中
旬　

交
通
安
全
教
室

福
田
保
育
所

　

20
日　

育
児
サ
ロ
ン

新
地
保
育
所

　

21
日　

育
児
サ
ロ
ン

駒
ケ
嶺
保
育
所

　

19
日　

育
児
サ
ロ
ン

「
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え

　
　
　
　

さ
つ
ま
い
も
掘
り
」

　

毎
年
５
月
に
保
育
所
近
く
の

畑
で
埓
浜
だ
い
こ
ん
の
会
の
皆

様
と
一
緒
に
さ
つ
ま
い
も
の
苗

植
え
を
し
ま
す
。
自
分
た
ち
で

植
え
た
苗
が
育
つ
こ
と
を
楽
し

み
に
秋
の
収
穫
を
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
。
大
き
く
育
っ
た
さ

つ
ま
い
も
を
収
穫
す
る
喜
び
も

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
福
田
小
と
の

　
　
　
　

合
同
避
難
訓
練
」

　

震
災
後
か
ら
小
学
校
と
の
合

同
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
地
震
後
、
津
波
が
発
生
す

る
こ
と
を
想
定
し
、
小
学
生
が

保
育
所
の
庭
ま
で
迎
え
に
来

て
く
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
３
・

４
・
５
歳
児
が
お
兄
さ
ん
、
お

姉
さ
ん
と
手
を
つ
な
ぎ
高
台
に

あ
る
古
舘
公
園
ま
で
避
難
し
ま

し
た
。
不
安
が
る
子
ど
も
た
ち

に
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
が
優

し
く
声
を
か
け
て
く
れ
た
こ
と

で
、
安
心
し
て
避
難
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

行
事
予
定

「
一
人
暮
ら
し
交
流
会
」

　

新
地
町
で
一
人
暮
ら
し
を
し

て
い
る
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ

さ
ん
が
保
育
所
に
あ
そ
び
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。
ゆ
う
ぎ
を
披

露
し
た
後
、
一
緒
に
触
れ
合
い

あ
そ
び
や
肩
た
た
き
を
し
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お

礼
に
手
作
り
の
万
華
鏡
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

一
つ
ひ
と
つ
の
経
験
が
良
い

刺
激
と
な
り
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
パ

ワ
ー
を
届
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

母と子の健康
健康診査 対象者 日時（受付時間）

母子手帳交付
妊娠とわかったら、な
るべく早く母子手帳の
交付を受けましょう

２月 21 日㈮
３月   ６日㈮

９：00 ～ 10：00

離乳食相談会 元年７月～ 10 月生
３月３日㈫

９：45 ～ 10：00

１歳６か月児

健診
30 年５月～７月生

２月 17 日㈪
13：00 ～ 13：15

２歳児

歯科健診
29 年 10 月～ 12 月生

３月４日㈬
13：00 ～ 13：15

ベビーとママの

リフレッシュ体操

生後２か月～１歳の誕生
日を迎える月までのお子
さんとその家族

２月 18 日㈫
10：00 ～ 11：30

◎問い合わせ　保健センター（電話：６２―２０９６）
※乳幼児健診の際には、『母子手帳』『バスタオル』『問診票』
を持参してください。当日体調が悪い場合や、都合の悪い
方は、保健センターにご連絡ください。
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『できない相談 』　　　　　　　　　    　森 絵都

『だいずさんちはだいかぞく』　まつくら くみこ

◎一般書

だいずのおじいさんのと
ころに、バスがやってき
ました。バスからは、も
やし兄さんや妹のえだま
め、息子のいりだいずた
ちが出てきて…。「大豆」
のことがわかる食育絵
本。

夫の部屋は掃除しない、余計
な金は支払わない、料理は食
べきる、サービストークには
付き合わない…。ひとがなん
と言おうと、わたしはそれを
我慢しない。日常の小さな抵
抗を描いた小説集。

『罪の轍』　　　　　　　　　　　　   奥田 英朗
『老人初心者の覚悟』　　　　　　   阿川 佐和子
『つながらない勇気 ネット断食 3 日間のススメ』
『あらゆるストレスが消えていく 50 の神習慣』
『退職金がでない人の老後のお金の話』

図書館へ行こう
＝新着本・ＣＤ・ＤＶＤのご案内＝

Let's go to Library

《展示コーナー》

『「知りたい！」が未来をつくる科学道』
２月 27 日㈭まで

　世界は謎だらけ。人生は壁だらけ。未知に挑戦し続
ける科学者たちの考えは生きるヒントに溢れていま
す。科学道 100 冊委員会が選んだ、時代を超えて読
み継ぎたい科学の本を展示・貸出します。

『閉架書庫展』２月 27 日㈭まで
　日本の小説・自己啓発本・絵本・懐かしの CD など、
閉架書庫にあり普段は目に触れない資料の展示・貸出
をします。

その他『季節のおすすめ絵本～鬼・雪～』、
『ミステリーランキング』の展示を行います。

『イカリメーター』　　　　　  とうやま そうた
『科学探偵 VS. 超能力少年』　　　   佐東 みどり
『なんでお母さんはいつもおこるの ?』
『フェイクニュースがあふれる世界に生きる君

たちへ』
◎ＣＤ

『ニュートンの林檎～初めてのベスト盤～』　　
　　　　　　　　　　　　　　　　   椎名 林檎

『Attitude』　　　　　　　     Mrs.GREEN APPLE
『俺たちを虜にした昭和洋楽』
『アナと雪の女王２』

◎ＤＶＤ
『シザーハンズ』
『ウルトラマン・ヒストリー 銀の章』
『イナ作名人になる！ 第４巻』

      　２月の読み聞かせ会
日時　２/15 ㈯　11 時～ 11 時 30 分
　図書館ボランティア「スイミー」のみなさんに
よる絵本の読み聞かせや工作などを行います。

図書館カレンダー（２月）
日 月 火 水 木 金 土
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
3/1 ２ ３ ４ ５ ６ ７

■は休館日

図書館ＨＰ
ＱＲコード

◎児童書

《お知らせ》

菅谷青年夜学の文集『暁友』（復刻版）を
ご寄贈いただきました

　
1910（明治 43）年、菅谷の青年夜学で学んだ若

者たちが和紙に記した文集『暁友』は、大須賀さん
の自宅から発見され、町郷土史研究会の石田功一さ
んにより復刻版が作成されました。当時の暮らしや
考えが分かる貴重な史料であり、大切に保存・活用
していきます。
　図書館では、新地町に関する資料を郷土資料とし
て収集しています。寄贈をご希望の方は図書館へお
問い合わせください。
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防
災
行
政
無
線
の

　

定
期
点
検
に
つ
い
て

　

町
で
は
次
の
日
程
で
、
防
災

行
政
無
線
の
点
検
を
行
い
ま

す
。

　

点
検
期
間
中
は
、
屋
外
の
ス

ピ
ー
カ
ー
や
各
家
庭
の
受
信
機

か
ら
、
雑
音
が
流
れ
た
り
、
受

信
機
の
ラ
ン
プ
が
点
灯
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
故
障
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

点
検
期
間　

２
月
10
日
㈪
～
18
日
㈫

◎
問
い
合
わ
せ

総
務
課 

☎
６
２
―
２
１
１
１

暮らしの情報

i nformation

　

東
日
本
大
震
災 

新
地
町
追
悼
式

　

町
で
は
、東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
し
、

ご
遺
族
や
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
復
興
へ
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
た
め
、
震
災
か
ら
９
年
と
な
る
３
月
11
日
に
、
追
悼
式
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
11
日
㈬　

14
時
30
分
～

会
場　

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

次
第　

14
時
30
分　

開
式

　
　
　

14
時
30
分　

政
府
主
催
の
追
悼
式
を
中
継
放
送

　
　
　

14
時
46
分　

黙
祷

　
　
　
　
　
　
　
　

式
辞
・
追
悼
の
辞

　
　
　
　
　
　
　
　

献
花

　
　
　
　
　
　
　
　

閉
式

そ
の
他　

無
宗
教
・
献
花
形
式
で
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

総
務
課

☎
６
２
―
２
１
１
１

　

一
戸
一
灯
運
動
～
地
域
の

　

安
全
は
玄
関
の
灯
り
か
ら
～

　
「
一
戸
一
灯
運
動
」
と
は
、

地
域
社
会
が
連
携
し
、
夜
間
、

家
庭
や
会
社
の
玄
関
灯
・
門
灯

を
点
灯
さ
せ
て
街
全
体
を
明
る

く
し
、
犯
罪
の
発
生
し
に
く
い

環
境
を
つ
く
る
運
動
で
す
。

　

各
家
庭
や
会
社
で
の
ご
理
解

ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

○
暗
が
り
で
発
生
す
る
事
件
・

犯
罪
を
防
止
し
ま
す
。

○
夜
間
、
通
行
す
る
人
の
安
心

に
役
立
ち
ま
す
。

○
盗
難
・
い
た
ず
ら
を
防
止
し

ま
す
。

○
不
審
者
の
接
近
を
早
期
に
発

見
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

町
民
課

☎
６
２
―
２
１
１
６

　

福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援

　

協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
職
場
体
験
実
習
「
大
人
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
説
明
会

　

就
職
活
動
に
一
歩
が
踏
み
出

せ
ず
不
安
、
未
経
験
の
職
種
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
け
ど

自
分
に
合
う
か
わ
か
ら
な
い

︙
。
そ
ん
な
方
、
必
見
！
県
内

４
８
０
以
上
の
登
録
事
業
所
の

中
か
ら
興
味
の
あ
る
お
仕
事
を

体
験
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

求
人
票
だ
け
で
は
わ
か
ら
な

い
職
場
を
自
分
で
見
て
、
聞
い

て
、
や
っ
て
み
る
。
そ
ん
な
体

験
型
の
就
職
活
動
は
い
か
が
で

す
か
。
ま
ず
は
説
明
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
（
翌
日
以
降
に

事
業
所
と
打
合
せ
を
行
い
、
そ

の
後
体
験
実
習
と
な
り
ま
す
）

日
時　

２
月
19
日
㈬

９
時
30
分
～
11
時
30
分

会
場　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
馬

（
相
馬
市
中
村
１
―
12
―
１
）

内
容　

一
人
15
分
程
度
の
個
別

説
明
会
（
申
込
不
要
・
参
加
無

料
）

◎
問
い
合
わ
せ

福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議

会 

南
相
馬
窓
口 

☎
２
６
―
７
６
９
０

︻
南
相
馬
市
役
所
商
工
労
政
課
内
︼



広報しんち R2.2.5（18）

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）

全国一斉情報伝達訓練のお知らせ
　総務省消防庁では、J アラートの動作を確認するため、全国一斉の放送試験を実施
します。
　新地町でも放送試験当日は、町内各所の防災行政無線やご家庭の個別受信機からチャ
イムと音声メッセージが流れます。
　放送は試験放送ですのでお間違いの無いようご注意ください。

訓練実施日時　２月 19 日㈬　11 時頃

◎問い合わせ　総務課（電話：６２－２１１１）

　

福
島
財
務
事
務
所

　

よ
り
お
知
ら
せ

○
多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す

る
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の

借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。借
金
の
状
況
を
お
聞
き
し
、

必
要
に
応
じ
弁
護
士
・
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を

行
い
ま
す
。
秘
密
厳
守
、
相
談

無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受

け
ず
に
貸
金
業
を
営
む
、
い
わ

ゆ
る
「
ヤ
ミ
金
融
」
業
者
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
利

用
さ
れ
て
い
る
貸
金
業
者
の
登

録
状
況
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

や
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預

貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口

福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

　

お
し
ご
と
相
談
会

　

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援

セ
ン
タ
ー
で
は
「
お
し
ご
と
相

談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。「
何

か
仕
事
が
し
た
い
け
ど
」「
自

分
に
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ

う
」
な
ど
仕
事
に
つ
い
て
お
悩

み
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
13
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時　
（
先
着
順
）

場
所　

役
場
１
０
１
相
談
室

内
容　

就
職
活
動
に
対
す
る
相

談
や
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の

書
き
方
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
料　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ　

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援
セ

ン
タ
ー
南
相
馬
事
務
所

☎
２
３
―
１
２
３
９

受
付
時
間　

※
原
則
と
し
て

月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

８
時
30
分
～
12
時

　
　
　

13
時
～
16
時
30
分

相
談
窓
口
番
号

多
重
債
務
者
相
談
窓
口
専
用

☎
０
２
４
―
５
３
３
―
０
０
６
４

○
「
出
前
講
座
」
の
ご
案
内

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
や
各
種
団
体
の
会
合
な
ど
に

お
伺
い
し
、「
お
こ
づ
か
い
帳

を
つ
け
よ
う
（
小
学
生
向
け
）」

「
日
本
の
財
政
を
考
え
よ
う（
一

般
向
け
）」「
金
融
犯
罪
（
な
り

す
ま
し
詐
欺
等
）
被
害
防
止
」

な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
で
出
前
講

座
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

福
島
財
務
事
務
所　

総
務
課

☎
０
２
４
―
５
３
５
―
０
３
０
１
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 人口　/　8,172 人　　　（ ＋ 13 ）
 　男　/　4,131 人　　　（ ＋ ６）
 　女　/　4,041 人　　　（ ＋ ７ ）
世帯数 /　2,886 世帯　    （ ＋ ８ ）
１月１日現在（　）は前月比

誕生おめでとう
（令和元年 12 月 21 日～令和２年１月 20 日届出）

　   （子ども）　　　　　 （親）　　　　  （地　区）

遥
は る と

士　　川上敦史・裕子　　　杉　目

遥
は る き

生　　岡田浩司・李華　　　富　倉

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

人の動き
福島県現住人口

調査月報に基づく

国民健康保険税　　　　　第８期
後期高齢者医療保険料　　第７期

３月２日㈪までに納付、または引落口座
残高の確認をお願いします。

◎問い合わせ　
　税務課（電話：６２－２１１９）
　健康福祉課（電話：６２－２９３１）

今月の

納付

ご冥福をお祈りします
（令和元年 12 月 21 日～令和２年１月 20 日届出）
　　 （名前）　　      （年齢）　   （地区）　　　

齋藤 　俊信　　　72 歳　　沢　口　　　
半澤 　敏郎　　　87 歳　　鉄炮町　　　
加籘 なつよ　　　92 歳　　　岡　　　　
加藤 　喜八　　　91 歳　　杉　目　　　
鈴木 　悦子　　　88 歳　　新地町　　　
佐々木 晴夫　　　89 歳　　小　川　　　
門馬 　愛子　　　95 歳　　小　川　　　
竹澤 トミイ　     101 歳　　雁小屋　　　
山内 　一二　　　86 歳　　高　田　　　
渡部 ヨシイ　　　88 歳　　新　町　　　
寺島 　直美　　　66 歳　　駒ケ嶺町　　
橋本 　義一　　　89 歳　　藤　崎　　　
菅野 　　宥　　　72 歳　　藤　崎　　　
阿部 　博史　　　67 歳　　藤　崎　　　
荒　 　一夫　　　93 歳　　今　神　　　

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

（特養）

　

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

■
か
ん
た
ん
！
ひ
な
祭
り

Ｃ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ

日
時　

３
月
１
日
㈰

①
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
作
り
、
イ
チ

ゴ
白
玉
、
ひ
な
あ
ら
れ

⑴
10
時
30
分
～
12
時

⑵
13
時
30
分
～
15
時

②
ひ
な
あ
ら
れ
作
り

10
時
30
分
～
12
時

場
所　

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

①
ふ
れ
あ
い
キ
ッ
チ
ン

②
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

定
員

①
各
回
10
名
（
計
20
名
）

②
40
名（
材
料
な
く
な
り
次
第
終
了
）

対
象

①
３
歳
以
上
の
お
子
様
と
保
護
者

※
保
護
者
１
名
に
対
し
て
お
子

様
２
名
ま
で

②
当
日
来
館
者

※
未
成
年
の
方
は
保
護
者
同
伴

参
加
料

①
保
護
者
５
０
０
円

※
お
子
様
は
無
料

②
無
料

参
加
方
法

①
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
わ

く
わ
く
ラ
ン
ド
窓
口
）、
電
話

に
よ
る
受
付

※
２
月
11
日
（
火
・
祝
）
10
時

よ
り
受
付
開
始

※
エ
プ
ロ
ン
、
髪
を
束
ね
る
も

の
（
三
角
巾
、
ヘ
ア
ゴ
ム
等
）、

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の

　

募
集
に
つ
い
て

　

関
東
森
林
管
理
局
で
は
「
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま

す
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
に
は
、
広

報
誌
な
ど
を
お
送
り
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
回
答
や
、
現
地
視

察
へ
の
出
席
等
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

詳
細
は
関
東
森
林
管
理
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.rinya.m

aff.
g

o
.jp

/k
a

n
to

/k
ik

a
k

u
/

kokuyuurinm
onita.htm

l

◎
問
い
合
わ
せ

関
東
森
林
管
理
局
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
担
当
係（
企
画
調
整
課
内
）

☎
０
２
７
―
２
１
０
―
１
１
５
０

ハ
ン
ド
タ
オ
ル
を
持
参
く
だ
さ

い
。

※
申
し
込
み
の
際
、
氏
名
・
電

話
番
号
・
参
加
希
望
時
間
帯
を

お
伝
え
下
さ
い
。

※
先
着
順
と
な
り
ま
す

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

②
当
日
整
理
券
配
布

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

相
馬
共
同
火
力
発
電
株
式
会
社

新
地
発
電
所
内
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

☎
６
２
―
４
７
２
２



令和２年 3 月１日開催！

第３回新地町キンボールスポーツ交流大会

参加者大募集 !!

楽しい時間をみなさんと一緒に！

広
報
し
ん
ち

2020
年
２
月
５
日
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発行と編集　新地町役場企画振興課　
☎ 0244-62-2112　℻ 0244-62-3194　Ｅメール koho@town.shinchi.lg.jp
〒 979-2792　福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田 30 番地

新地町ＨＰ
ＱＲコード

新地町教育委員会教育総務課（新地公民館）
ＴＥＬ：０２４４－６２－２０８５
ＦＡＸ：０２４４－６２－２１７２
メール：s-koumin@town.shinchi.lg.jp

申 し 込 み
問い合わせ

２月 21 日㈮まで

申込用紙に必要事項を記入の上、新地公民館へお申込みください。

※申込用紙は新地町ホームページからもダウンロードできます。
※参加チームが少なく実施できない部門がある場合、上記構成に対応
　する別部門にエントリー変更する場合がありますのでご了承ください。

３月１日㈰ ９時より （受付８時 30 分～）
新地町総合体育館

小学生から大人までの男女４～６名のグループ
　・ジュニアの部　　　・ファミリーの部
　・フレンドリーの部　・シニアの部
※各部門のチーム構成については申込書または新地町ホームページで
　ご確認ください。

１人あたり　・小学生　１００円　・中学生　３００円

　　　　　　・大人　　５００円


